
東京都保育サービス推進事業補助金「とうきょう すくわくプログラム」FAQ 第５版
令和８年４月１日版

※ 本FAQは、東京都福祉局子供･子育て支援部保育支援課保育助成担当が窓口となっている社会福祉法人、日本赤十字社、公益社団法人及び公益財団法人立の認可保育所向けに作成したものです。

No 分類 質問 回答

1 事業概要 「とうきょう すくわくプログラム」とは何でしょうか？

「とうきょう すくわくプログラム」とはすべての乳幼児の「伸びる・育つ(すくすく)」と「好奇心・探究心(わくわく)」を応援する幼保共通のプログラムです。令和５年度
の実践協力園の実践を踏まえ、探究活動の工夫や子供の好奇心・探究心を高めるヒントを、具体的な活動事例とともに、令和６年３月に「とうきょう すくわくプログラム」
として取りまとめました。令和７年３月には「とうきょう すくわくプログラム」の全域展開に伴い、新たな活動事例を追加し、バージョンアップを行いました。さらに、令
和８年３月にプログラムを取り組むにあたり確認いただきたい点や令和６年度の各園の実践を踏まえたアンケートの回答結果をまとめ再編しました。下記に掲載しておりま
すので、ご参照ください。
●令和７年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0803tokyo_sukuwaku_versionup_pdf
●令和６年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0703tokyo_sukuwaku_versionup_
●令和５年度「とうきょう すくわくプログラム」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/sukuwakuprogram

2 事業概要 「とうきょう すくわくプログラム」の目的を教えてください。 乳幼児の豊かな心の育ちをサポートするため、主体的・協働的な探究活動を通じて幼児教育・保育の充実を図ることを目的としています。

3 探究活動 探究活動とは、どのような活動ですか？

各園の環境や強みを活かしながら、「光」「音」「植物」など各園が設定するテーマに沿って、乳幼児の興味・関心に応じて主体的・協働的に行う活動です。
活動を通して何かができるようになる、といった結果や目的よりも、子供たちが自ら興味を持ち、夢中になって遊び、発見する過程を積み重ねることを重視しています。
活動内容はあらかじめ決まっているものではなく、子供たちの興味関心をもとに自由に作り上げていくものです。
各園の環境や強み、下記に紹介している取組例等を参考にしながら、探究活動に取り組んでみてください。

●令和７年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0803tokyo_sukuwaku_versionup_pdf

4 探究活動
探究活動を始める上で、前提として日頃からどのようなことをすればよいのでしょう
か？

子供たちが何を好きか、何に関心を持っているか、子供たちをよく見てください。
日頃の環境を通して見られる子供たちの姿から興味・関心を探ってください。

（例）

✔ 自然光に気づく、影を不思議がる、水面をじっと見つめる、聞こえた音を当てようとする、虫や石を集める姿がある。

✔ かるた遊び、段ボールや折り紙で制作する遊び、水たまり遊びを楽しむ姿がある

✔ 動物園遠足をきっかけに動物の生態に興味を持つ姿が見られる、果物狩りをきっかけに種や果物の種類に関心が広がっている

5 探究活動 探究活動のプロセスを教えてください。

以下の①～⑤のプロセスが基本的な探究活動の流れとなります。
①テーマを決める
②問いを考える
③環境をデザインする
④探究活動を実践し、記録する
⑤振り返る・共有する

なお、上記プロセスのポイントは以下の通りです。

✔ 各園の環境や強みに応じたテーマを設定し、テーマに応じた素材や道具を準備することで子供たちが遊び込める環境を整えます。

✔ 子供たちは、子供同士や教諭・保育者との関わりの中で、自ら興味をもって試し、考えながら「探究」を重ねていきます。

✔ 教諭・保育者は子供の問いに対し、単に答えを与えるのではなく、声かけ等の関わりによって一緒に「探究」を深めていきます。また、活動を振り返り、子供の好奇心・

探究心を更に促せるよう、探究活動のデザイン・実践を繰り返します。
詳細は下記をご覧ください。

●令和７年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0803tokyo_sukuwaku_versionup_pdf



6 探究活動 探究活動を実践するにあたり、留意することはありますか。

探究活動を実施する際は、「実施要綱第６　留意事項」を参照し、ご留意頂くようお願いします。

１　本事業の実施に当たっては、幼稚園・保育所等の各施設において、運営に支障がないよう職員配置や設備基準について十分に留意すること。
２　本事業の実施に当たっては、幼稚園・保育所等における要領や指針（幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領）に沿った取組を行う
こと。
３　幼稚園・保育所等の各施設は、プログラムの趣旨・内容について保護者に対し、十分な説明・情報提供を行い、保護者の理解を得るよう努めること。
４　事業実施中における子供の事故等が発生しないように万全を期すこと。
５　区市町村及び本事業を実施する施設の職員は、事業遂行上知り得た個人情報については、当該業務以外に用いてはならない。

7 探究活動
５つのプロセスの一部を満たせば補助対象になりますか？例えば、子供達が遊んでい
る様子を、アプリや写真により記録すれば補助を受けられますか？

5つのプロセスに沿って探究活動を行う必要があり、プロセスの一部を満たすだけでは補助の対象にはなりません。

8 探究活動
日頃から子供たちの興味・関心を探っていますが、この取組は補助対象になります
か？

本事業の補助対象は、5つのプロセスに沿った探究活動であり、日頃からの興味・関心を探る取組は、５つのプロセスの前提となるため補助の対象にはなりません。

9 探究活動
全学年・全員を対象としなければならないのでしょうか？それとも、一部のクラスに
対象を絞ってもよいのでしょうか？

園ごとの御事情に合わせ、一部のクラスのみを対象としても問題ありませんが、なるべく多くの子供達を対象とするようご検討ください。

10 探究活動
全学年・全員でなく、一部のクラスに対象を絞ってもよいとのことですが、クラスの
中の一部のみを対象としてもよいのでしょうか？

園のご事情により、全学年・全員での実施が難しく、対象を絞る際は、クラス（組やグループ）中の一部のみではなく、クラス（組やグループ）を単位として対象としてく
ださい。

11 探究活動 活動はグループ単位で行う必要があるのでしょうか？
実施要綱第5 1(4) にある通り、活動は「グループ単位」で行ってください。
ただし、活動の人数や規模は、園や年齢に応じて変わります。子供の声に耳を傾けることができる環境が重要となるので、活動においては、各園の実情に合わせて、様々試
しながら実践してください。

12 探究活動 実践のヒントとなる動画を見たいのですが、どこを見ればいいでしょうか。
これまでご案内した動画は下記からご参照ください。なお、保育者向けページはIDとPWが必要です。令和８年４月１日付の事務連絡をご参照ください）
すくわくポータルURL（https://www.sukuwaku.metro.tokyo.lg.jp/login/）

13 補助金（予算） 負担割合は、都で6年間の10/10補助なのでしょうか？ お見込みの通りです。

14 補助金（予算） １園あたりの上限額はいくらですか？ 令和８年度は、1園あたり150万円です。

15 補助金（予算） 本園と分園がある場合、本園と分園の合計で150万円が上限でしょうか？ お見込みの通りです。+D19

16 補助金（予算） 定額補助ではなく、取組にかかった費用の補助でしょうか？ 定額補助ではありません。取組にかかった費用を、上限150万円の中で補助いたします。



17 補助金（対象） 補助対象の施設と事業等を教えてください。
福祉局では、認可保育所、認証保育所、小規模保育事業、認定こども園（保育所型・地方裁量型・幼保連携型）、認可外保育施設を対象としています（※参考）。認可外保
育施設は、「認可外保育施設の指導監督基準を満たす旨の証明書を有する施設」が対象となります。

18 補助金（対象） 補助期間はいつまででしょうか？

採択年度から６年間補助します。新規採択年度は令和６年度から令和８年度です。

例１）令和６年度開始➡令和11年度までの６年間

例２）令和７年度開始➡令和12年度までの６年間

例３）令和８年度開始➡令和13年度までの６年間

19 補助金（対象） 申請と報告は毎年度必要でしょうか？ 単年度補助のため、毎年度交付申請書と実績報告書の提出が必要となります。

20 補助金（対象） 一度始めたら、6年の間、毎年度実施する必要がありますか？
６年間の間で補助を申請しない年度があっても問題ありませんが、可能な限り継続していただきたいと考えています。ただし、補助期間は開始年度から６年間であり、途中
で申請しない年度があっても、開始年度から6年後で補助が終了となることに御注意ください。

21 補助金（対象） ７年目以降はどうなるのでしょうか？ 開始年度から6年間で補助は終了予定です。

22 補助金（対象）
開始年度から6年間で補助は終了予定とのことですが、開始年度はどのように判断され
ますか？

交付申請ののち、交付決定された年度が、事業開始年度となります。

23 補助金（対象） 対象経費の詳細を教えてください。
対象経費は、とうきょう すくわくプログラム推進事業実施要綱（令和６年３月２９日付５子企企第６７６号）に定める事業実施に必要な経費（給料・手当、報償費、旅費、
消耗品費、燃料費、会議費、印刷製本費、備品購入費、通信運搬費、広告料、手数料、雑役務費、委託料、保険料、使用料及び賃借料、工事費）となります。ただし、補助
上限額は150万円です。

24 補助金（対象） 対象経費に「給料・手当」とあるが、具体的にどのような費用が考えられますか？

対象経費となる給料・手当は下記のような費用が対象となります。
・施設職員が、本事業実施のために超過勤務をした場合の超過勤務手当
・本事業に係った施設職員のみに支給する手当
・本事業実施のために雇用した臨時職員の給与、など

25 補助金（対象）
「給料手当」や「委託料」に園の他の取組等が含まれる場合、とうきょう すくわくプ
ログラム分の対象経費はどのように考えればよいのでしょうか？

按分等の方法により、とうきょう すくわくプログラムの探究活動に関わっていたということの証明をして頂ければ、対象となります。（例：見積書等に「とうきょう すく
わくプログラム活動に従事」又は「とうきょう すくわくプログラム実施手当」等と記載）
※ただし、公立の保育所の常勤職員（公務員）は対象外となります。

26 補助金（対象）
対象経費に挙げられている費用種別の範囲で、探究活動の実施につなげていくことが
できれば、対象経費として申請できますか。

「とうきょう すくわくプログラム」に基づき探究活動を実施するために直接必要な経費が対象です。No.5に記載している５つのプロセスに沿った探究活動で、乳幼児へ直
接還元される活動に用いた経費を補助します。

27 補助金（対象） 研修費は対象ですか？
探究活動に直接還元できる研修に関しては対象です。ただし、研修を受講しただけで、探究活動を実施しない場合は対象となりません。
なお、申請の際は、次のように申請してください。
例：・受講料等→「雑役務費」　・保育者の会場までの交通費→「旅費」　・講師を招いて行う研修→「報償費」

28 補助金（対象）
補助対象経費の中に「旅費」がありますが、海外研修のための渡航費用等も認められ
ますか？

旅費は、国内旅費のみが対象となり、国外旅費は対象外です。

29 補助金（対象） 令和８年度より前に締結した複数年度にわたる契約の場合、対象となりますか。
令和８年度に係る部分のみ対象として構いません。
（例）令和７年２月から令和８年１２月までの委託契約の場合、実施対象期間（令和８年４月）から令和８年12月までの支払金額については対象となります。
　※実施対象期間はNo.44を参照ください。

30 補助金（対象） 工事費を申請したいのですが、対象となりますか？ 工事後、探究活動を実施する当該年度分が対象となります。複数年の工事の場合、工事のみで活動を実施できない年度分は対象外です。

31 補助金（対象）
とうきょう すくわくプログラムの補助の取組で利用料徴収を行ってもよいでしょう
か？

「とうきょう すくわくプログラム」は全ての乳幼児を対象として子供達の興味関心に基づき探究活動の実践を後押しする補助事業です。事業主旨に鑑み、すくわくプログラ
ムの取組で利用料を徴収することは、認められません。
なお、No.55に記載の通り、既に各園で行っている取組も、探究活動としての取組であれば対象となります。単に知識や技術を教えるというものではなく、教諭・保育者が
活動の中で子供にどのように関わり、子供の探究を促せるかというプロセスを重視します。

32 補助金（対象）
プログラム総経費から、利用料を明確に減算できれば、保護者から利用料を徴収して
いる取組であっても、補助対象になりますか？

対象となりません。プログラムは全ての乳幼児を対象として子供達の興味関心に基づき探究活動の実践を後押しする補助事業です。新たな都の補助事業の開始に伴い、保護
者の利用料負担が生じてしまうことは、事業の主旨にそぐわないため（主旨に反するため）、補助対象外となります。

33 補助金（対象） 各園で雇う外部講師も対象となりますか？
各園で雇う外部講師も補助の対象となります。
なお、各園の保育者が主体性を持って関わることにより、探究活動の理解と取組を深めていくことが目的であるため、保育者が関わらない場合、補助対象外となります。

34 補助金（対象） 委託事業により実施することも可能でしょうか？
本事業は、保育者が内容検討や探究活動に主体的に関わり知見を深めることが必要です。実施に当たり、例えば、活動へのサポートの位置付けで部分的に外部委託等により
実施することは可能ですが、すべてを外部委託等で実施し、保育者が関わらない場合、補助対象外となります。



35 補助金（対象）
委託事業により実施することを検討しており、事業者から活動内容の提案を受けてい
ますが、留意点はありますか？

　本事業は、保育者が内容検討や探究活動に主体的に関わり知見を深めることが必要です。実施に当たり、例えば、活動へのサポートの位置付けで部分的に外部委託等によ
り実施することは可能ですが、すべてを外部委託等で実施し、保育者が関わらない場合は、補助対象外となります。
　なお、東京都が特定の教材やプログラム等を推奨することはしておりません。探究活動の検討の中でご不明な点がある場合は、東京都が発信する各種情報を参照頂くほ
か、問合せ先までご連絡ください。

36 補助金（対象）
すべてを外部委託等で実施し、保育者が関わらない場合を対象外とするのはなぜで
しょうか？

No.2に記載のとおり、「とうきょう すくわくプログラム」は「主体的・協働的な探究活動を通じて幼児教育・保育の充実を図る」ことが目的です。このため、保育者が
No.5 に記載の探究活動の５つのプロセスのすべてに主体的に関わり、保育者自身の知見を深めることが必要です。なお、No.7に記載のとおり、プロセスの一部を満たすだ
けでは補助の対象になりません。

37 補助金（対象） テーマは複数設定できますか？ 複数のテーマを設定いただくことは可能ですが、それぞれのテーマに対し、一定程度（月を単位として複数月）継続していただく必要があります。

38 補助金（対象）
テーマを複数設定してよいということですが、クラスごとに違うテーマで活動しても
よいということでしょうか？

お見込みの通りです。なお、NO.37に記載の通り、それぞれのテーマに対し、一定程度（月を単位として複数月）に取組を行うことが必要となります。ただし、NO.9に記
載のとおり、活動はグループ単位で行ってください。

39 補助金（対象） 補助対象となるテーマの例示はありますか？

各園の環境や強みに応じたテーマ設定を御検討ください。令和６年度及び令和７年度のテーマの一例は、すくわくプログラムバージョンアップをご参考ください。
●令和７年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0803tokyo_sukuwaku_versionup_pdf
●令和６年度「とうきょう すくわくプログラムversion up」
https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/0703tokyo_sukuwaku_versionup_

40 補助金（対象） 6年間を通して、同じテーマで継続しなければならないのでしょうか？ テーマは、毎年同じである必要はありません。

41 補助金（対象）
プログラムは、教育・保育の時間内に行うものでしょうか？時間外に行うものも含ま
れますか？

プログラムは教育・保育の時間内に実施していただき、幼児教育・保育の充実を目指していただくものとなります。

42 補助金（対象）
多様な他者との関わりの機会の創出事業、定期利用保育事業等で施設に通園・通所し
ている在園児以外を対象としてもよいですか？

実施要綱第４ 対象児童 に記載の通り、本事業の対象者は、幼稚園・保育所等に通う０歳児から６歳児であり、原則として、教育・保育の時間内で、在園児を対象に「一定
程度継続的（月を単位として複数月）」に行う、探究活動が対象となります。ただし、別事業を利用する乳幼児も在園児と合同実施で探究活動をする機会がある場合には、
対象として差し支えありません。

43 補助金（対象） 年に1回の取組も対象となりますか？ 年に1回の取組は対象となりません。要綱に記載のとおり、「一定程度継続的（月を単位として複数月）」に行われる取組が対象となります。

44 補助金（対象） 対象となる取組の実施期間を教えてください。 研修会等動画を視聴し、令和８年５月２９日までにアンケートに回答した場合、令和８年4月1日からとなります。詳細はNo.53をご確認ください。

45 補助金（対象）

法人会計の仕組み上、臨時雇用の職員や委託費の支払いについて、実施月の翌月払い
になっています。
そのため、3月に実施した分については支払いが4月になるなど、支出が翌年度になっ
てしまうのですが、補助対象とすることはできますか？

原則として、当該年度中の実施であったことを領収書等の発行日で判断しますが、ご質問のケースのようなやむを得ない場合には、
発行日が翌年度であっても補助対象とすることが可能です。ただし、その場合でも、領収書等に「○年○月雇用分」「○年○月委託分」など、
当該年度中の実施であったことがわかる記載が必要です。やむを得ない場合に該当するかについて、不明な場合はお問合せください。
なお、当該年度内の「とうきょう すくわくプログラム」の取り組みが3月のみの場合、要件となっている「乳幼児の興味・関心に応じた
探究活動を一定程度継続的（月を単位として複数月）に実践」したことにならないため、補助対象にできませんのでご注意ください。

46 補助金（要件） 研修会等の開催形式をお教えください。
令和８年3月配信開始配信開始の研修会等動画をご視聴いただく形の開催形式となっております。なお、動画はYouTubeにて配信しております。視聴対象の動画は令和８年
４月１日付の事務連絡をご参照ください。

47 補助金（要件） 研修会等の動画を見て、アンケートに回答するのは必須でしょうか？
必須です。「すくわくプログラム実施要綱　第５ ２」に記載のとおり、「東京都が実施する研修会等に参加する」が要件であり、アンケート回答を以て参加したことを確認
します。必ず園に所属する職員が視聴の上、園長及びすくわくプログラムを担当する職員（担任や担当職員）各１名がアンケートを御回答ください。なお、アンケート回答
は園ごとに1回で構いません。

48 補助金（要件） 研修会の内容は、施設類型や公立と私立で違いがあるのでしょうか？（※参考） 研修会の内容は同じです。

49 補助金（要件）
アンケートは、園ごとに回答が必要でしょうか？法人でまとめて回答してもよいで
しょうか？

アンケートへの回答を以て補助要件を満たすことを確認します。園ごとに回答が必要です。

50 補助金（要件） 研修会等の動画は法人の事務担当者が見ればよいでしょうか？ 各園の活動を補助する趣旨のため、各施設に所属する職員の方にそれぞれ見ていただく必要があります。

51 補助金（要件） アンケートの回答期限は、いつでしょうか？ 令和8年度の実践研修会のアンケートは、令和8年5月29日で締切となっております。

52 補助金（要件）
実施を検討中で決定したわけではないので、研修会等の動画の視聴、アンケート回答
は不要でしょうか？

実践研修会の動画視聴とアンケート回答が補助の要件となっているため、実施を検討中の場合は、回答期限までに、忘れずに回答してください。



53 補助金（要件） 研修会の動画はいつまで視聴可能でしょうか。

研修会等の動画は、視聴期限を設けていないため、いつでも視聴可能です。ただし、補助の要件であるアンケートの回答は、〆切が令和８年５月２９日で締切となっており
ます。

＜研修会等動画のURL＞
※令和６年度又は令和７年度に交付決定を受け、令和８年度も引き続き本事業の補助金申請を希望する園の職員と、令和８年度に初めて本事業の補助金申請を希望する園の
職員で視聴対象動画が異なりますので、ご留意ください。

①【対象：令和６年度又は７年度に交付決定を受け、令和８年度も引き続き本事業の補助金申請を希望する園の職員】
※下記２点の動画をいずれもご視聴ください。
・令和８年度「とうきょう すくわくプログラム推進事業」補助事業等説明動画
　URL： https://www.youtube.com/watch?v=G68xZpfpZek
・「とうきょう すくわくプログラム推進事業」研修会等動画
　※令和7年度に行われた「すくわくワークショップ」から一部抜粋して編集したものです。園の実情に合わせて自由に選択し、１本以上ご視聴ください。
　※詳細については、別添を御参照ください。
　テーマ「色」URL： https://www.youtube.com/watch?v=ou1WjEUzNsw
　テーマ「光」URL： https://www.youtube.com/watch?v=Jh2oJMJ3cgI
　テーマ「伝統産業の端材の再利用」URL：https://www.youtube.com/watch?v=lkmgCfAxeFs

②【対象：令和８年度に初めて本事業の補助金申請を希望する園の職員】
※下記２点の動画をいずれもご視聴ください。
・令和８年度「とうきょう すくわくプログラム推進事業」補助事業等説明動画
　URL：https://www.youtube.com/watch?v=G68xZpfpZek
・「とうきょう すくわくプログラム実践研修会」
　※令和６年度に行われた「実践研修会」を一部再編集したものです。
　URL：https://youtu.be/NCYwoEtXa30

54 補助金（要件） 実践研修会のアンケートの回答をしたが、メールが届きません。

記載頂いたメールアドレスが正しいか今一度御確認の上、期限内にもう一度御回答ください。
なお、アンケートの回答に対するメールは「no-reply@logoform.jp」から届きます。受信設定の状況や迷惑メールフォルダ等もご確認頂くようお願いします。なお、アン
ケート回答後、御記入いただいたメールアドレスに本回答内容が返送されます。返送メールは提出確認の際に必要になることがありますので、お手元に保存いただきますよ
うお願いいたします。

55 補助金（要件）
既存の取組の中で、すでに探究を実践していれば、既存の取組をすることで補助が出
るという認識でよいでしょうか？

既に各園で行っている取組も、探究活動としての取組であれば対象となります。単に知識や技術を教えるというものではなく、教諭・保育者が活動の中で子供にどのように
関わり、子供の探究を促せるかというプロセスを重視します。
既存の取組であっても、No.5に記載の５つのプロセスに沿って行うことが必要です。

56 補助金（要件） 何を報告すれば実践したと認められますか？

実施要綱の第5の1から3に記載の通り、園への依頼事項として、以下の内容が挙げられます。

・東京都が実施する研修会等に参加する（動画の視聴）
・継続的な探究活動の実践
・活動報告書の作成とホームページ等での対外的な公表

57 補助金（要件） 「活動報告書」には何を記載すればよいのでしょうか？

「活動報告書」の記載項目は以下の通りです。なお、「活動報告書」は任意様式ですので、下記＜記載項目＞と同様の項目の記載があれば、都から送付する様式案を使用い
ただかなくても構いません。

＜記載項目＞
・活動のテーマ（テーマ、テーマの設定理由）
・活動スケジュール
・活動のために準備した素材や道具、環境の設定
・探究活動の実績（活動の内容、活動中の子供達の姿・声、子供同士や保育者との関わり、活動の様子がわかる写真（2枚以上）※公開可能なもの）
・振り返り（振り返りによって得た先生の気づき）

なお、「活動報告書」を作成し、対外的に公表することは、補助の要件であると同時に、事例を対外的に発信することにより取組みの事例が広がり、更なる実践の充実につ
なげていくことを目的としています。



58 補助金（要件） 「活動報告書」をホームページ等に掲載する場合、期間はいつまででしょうか？
実施年度の翌年度末（例：令和７年度申請事業は令和8年度末、令和８年度申請事業は令和９年度末）まで掲載してください。事例を対外的に発信することで、取組みの事
例が広がり、更なる実践の充実につなげていくことを目的としています。公表したことがわかる、紙媒体への出力資料の保管は他の保管様式と同様、5年間とし、所管局の
求めがある場合、提出してください。

59 補助金（要件） 実績報告時はどのような書類などを提出すればよいでしょうか？

下記の書類の作成を依頼する予定です。
・実績報告（東京都保育サービス推進事業補助金の様式）
・保管様式（対象経費の費目、主な品名等、金額）
・支払の事実が確認できる書類（領収書等）
・実施報告書、活動報告書（ホームページ等で公表）

60 補助形式
認可保育所（社会福祉法人等）の場合、本補助事業は東京都保育サービス推進事業の
加算項目となるということですが、令和８年度のスケジュールを教えてください。

東京都からの直接補助となります。東京都保育サービス推進事業補助金の当初交付申請は令和８年2月に実施しておりますが、当初交付申請で申請を行わなかったものの、
令和８年度分で申請を行いたい場合は、令和８年10月30日に予定している変更交付申請にて申請を行っていただき、とうきょう すくわくプログラム推進事業として申請し
た額を加味した金額を3月分の支出でお支払いをいたします。その後、令和９年5月頃に予定している実績報告にて報告を行っていただき、交付額決定後、とうきょう すく
わくプログラム推進事業を含め、東京都保育サービス推進事業補助金全体として超過交付が生じた場合には、返還いただく形となります。

61 補助形式
東京都保育サービス推進事業では、5年間の資料保管が必要ですが、とうきょう すく
わくプログラムで残しておく資料は何でしょうか？

その他東京都保育サービス推進事業補助金の加算と同様「保管様式」や事業の実施記録などを残しておく必要があります。保管様式や参考様式は後日改めてご案内いたしま
す。

62 補助形式
東京都保育サービス推進事業では、翌年度の現地調査において、返還になるケースが
ありますが、とうきょう すくわくプログラムでも返還になることはありますか？

とうきょう すくわく推進事業は、東京都保育サービス推進事業補助金の１メニューとして実施しますので、当該補助金の当初交付決定額（変更交付決定額）よりも実績報告
の額の方が低い（とうきょう すくわくプログラム推進事業を含め、東京都保育サービス推進事業補助金全体として超過交付が生じた場合）、などの場合は返還となります。

63 補助金（問合せ） 問合せ先はどこでしょうか？

問い合わせ先は以下の通りです。
・探究活動に関すること：東京都子供政策連携室企画調整部企画調整課
　電話：03-5388-3812
・交付申請から交付決定、所要資料等の手続きに関すること
（社会福祉法人等立認可保育所）
　福祉局子供･子育て支援部保育支援課保育助成担当
　電話：03-5320-7682
（それ以外　※参考）
　各区市町村
※社会福祉法人等…社会福祉法人、日本赤十字社、公益社団法人及び公益財団法人


